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　1993年8A，ヨーク大学夏期語学研修プログラムにシャペローンとして参加し，クラスの授
業にもときどき出席して，明治の学生が英語をもどかしそうに話すのを聞いているうちに，日本
人と英語表現，特に会話表現力との関係をあらためて考えさせられた。実際，授業中に日本人は
どうして英語を話すのが下手なのかということが話題になったのである。もちろん英語表現力は
問題は日本人だけのものではない。ヨーク大学のキャンパスでカナダの人たちと話しをしている
ときに，日本人学生は中学，高校と6年間以上英語を勉強しているのに会話がまったく出来ない
学生が多いとこぼすと，カナダでもフランス語圏で英語を何年勉強していても会話が上手になら
ない学生がいるという話しを聞いた。英語表現力の問題はどこの国にも存在し，日本人だけの問
題ではないが，現在日本がおかれている国際的状況などを考えると，やはり深刻な問題である。
　ある批評家が「日本で任意の役人，政治家をつかまえて，アメリカの任意の役人，政治家と比
較してみると，明らかに日本人の表現力は低い。それは単に英語力の問題ではありません」と言
っている。つまり「思考の中身が問題」なのだ。この理念と表現力の不足を放置しておいて，経
済力のみでやっていこうとすると，ますます経済摩擦が増大するとその批評家は結論を下してい
るが，日本人の多くはそのことを痛感しているのである。それは単に英語の表現力の問題でない
ことは確かであるが，まず英語表現力のことから入っていきたい。
　現在の英語教育にたいする不満の一・・一つは，何年も学校で英語の勉強をしているのに一向に英語
が話せるようにならないことである。しかしその点で大切な事は，英語の表現力というものは，
学校のペーパー・テストで決まるのではなく，生きた人間と人間とのコミ＝ニケーションの場で，
つまり日常生活の場で実際に経験をつむことによって身につくということである。だが毎日ネイ
ティヴ・スピーカーと話す機会など留学でもしない限り，そうめったにあるものではない。
　われわれは当然いつも日本語で考え話しているわけであるが，英語と日本語とは非常に質の違
う言語なので，日本語をいきなり英語に切り変えて話すことがむずかしく，頭の中でまず日本語
で考えそれを英作文するという面倒な操作を行うことになる。そういう習性を日本の英語教育が
助長して来たのである。日本では英語そのものを教えるというより，常に英語を日本語に置き変
えるというやり方，一種のバイリンガリズムでやって来た。英語の達人というのは英文和訳，ま
た和文英訳のうまい人を指している。しかし英語をネィティグの人と話すには，むしろわれわれ
の頭の中にある日本語の束縛から一旦自由になることが大切である。つまり日本語の能力と英語
の能力のギャップはそう簡単に埋まるはずがないのだから，日本語の微妙なニュアンスなどにこ
だわらず，そんなことは忘れて，単純明快な英語を話すよう心がけなければならない。
　もう一つの問題は，われわれの多くはまったく知らない人達の前に立ったり，違った環境に入
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ると，日本語ですら自分を表現することが実に下手だということである。気心が通じ，似たよう
なことばかりを考えている仲間で形成された社会では，自分の考えを相手に通じさせることが容
易である。きちんと筋道を立てて話さなくても，相手がすぐ理解してくれるので，片言で用が足
りてしまう。日本の社会では言葉にいちいち頼らず意志を通じさせることが美徳たり得る社会で
ある。つまり個人個人が互いに違っていることが前提であるカナダや米国の社会と，日本という
同質で平均的な社会とは対照的である。
　同時通訳のある女性が雑誌の対談で，「いわゆる国際的に活躍している人っていうのは，意外
に英語が下手だった人たちなんですよ」と発言したのを読んだことがある。つまり英語以外にし
っかりした何かを持っている数学者，医者，音楽家といった人達のことで，それも外国で下手な
英語を駆使してちゃんと言いたいことを主張しているのである。だからどういう国際人を目指す
．かというと，国際人になることなんか考えなくていいから，要するに豊かな人生を自分で築くよ
うに，自分をいかに表現するかということなので，本当に自分のものを身につけることが根本で
ある。
　英語で自分を表現することは確かにそう楽ではないが，しかしいかに表現に苦労しようとも，
それだけの苦労をするのに十分価いすると自信がもてるような意見や主張を持つことが大切であ
る。それが困難克服の最善の方法である。それに英語の上手，下手よりも，日本人にとっては，
見知らぬ環境や人々にとり囲まれた時に受ける精神的プレッシャーをはねのけることが切実な場
合が多い。そのとき自分の英語表現力がすぐれているかどうかより，自分の考えは間違っていな
いという確信をもつことの方が，プレッシャーを克服するのに効果的である。さらに，自分の考
えていることが全部でなくとも，半分以上伝わればいいぐらいの大らかな気分になることも大切
なのである。
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